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光分解 (H 1 →H 2 +1 2 ) や，水の光分解 (H 2 0→Yz OZ+H2) を行った。
第 1 章には，表面にホウ素をドープした n -Si によるヨウ素イオン( 1 -)の光酸化についての研究
結果を述べた。表面を白金 (Pt) 薄膜で被覆することにより，電極はヨウ化水素 (H 1 )水溶液中で
安定化され，熱処理を行うことによって長期間安定性はさらに向上した。ホウ素をドープし， Ptで被覆
した n -Si電極は， Pt被覆のみ行った n -Si電極に比べ大きな光起電力を生じ，電極内部に p-n接合
をつくる有効性が明らかになった。この電極を用いた光電気化学的セルを組立てた結果8.2% という非
常に高い太陽光エネルギー化学変換効率でHI を外部バイアスなしに H'2 としに分解できた。
第 2 章では，上記の， p-n接合をもった Si (以下 P + n -Si と略記)電極表面を， Pt や白金シリサイ
丹hu
ド (Pt と Si の化合物〉で被覆した場合について述べた。
白金シリサイドで被覆した P + n -Si は， Ptで被覆した場合とほぼ同じ効率を H 1 水溶液中で、示し，
4500時間以上安定に作動した。


















第 1 章においては P ， n接合シリコンウエハーに白金薄膜を施したものを光アノードとし，光照射




第 3 章ではシリコン電極を金属酸化物 (Ti0 2 ， W0 3 , FeZO) によって被覆して安定化しうること
を示し，それぞれの触媒活性について論じた。
第 4 章ではシリコンの表面に光リソグラフィーによりニッケルなどの金属を厚くスポット状に蒸着
した電極を用いて水の光分解を行いうることを示した。
これらは湿式光電池の技術をその実用化へむけて大きく前進させた工学的意義を有する。またシリコ
ンまたはその酸化膜の上に蒸着した金属薄膜の化学的構造とその電気化学的性質の解明という表面化学
上も興味ある貢献を行ったものである。以上により本論文は工学博士の学位に値するものと判定された。
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